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外科領域におけ るCefadroxi/の 臨床的検討

小野成夫 ・山田好則 ・相川直樹 ・石引久弥

慶応義塾大学医学部外科学教室

新 しく開発 された経 ロセ ファロス ポ リソ系抗生物質 であ るCefadroxi/を14例 の外科的感染症に

使用 した。1日750mgを3回 に分割投与 し,投 与期間最短4日,最 長14日 で総投与量は3.0gよ

り10.59で あった。14例 中 有効10例,や や有効2例,無 効2例 で,本 剤投与で臨床効果を得た も

のは10/14(71.4%)で あ った。 副作用な らびに臨床 検査値への影響は認め られなか った。

Cefadroxi1はBristol Laboratoriesで 合 成 され た

Cepha10sporin系 抗生 物 質 で,そ の 構造 式はFig.1の

とおりであ る。 本剤 は経 ロ投 与 に よ り良 好 に 吸収 され,

Fig. 1 Chemical structure of cefadroxil

抗菌力お よび細 菌 の β-lactamaseに 対 す る安 定 性 はCe-

phalexin(CEX)と 同等 で あ るが,血 中濃 度 の 半減 期 は

同量のCEXに 比 較 して や や 長 い と報 告 さ れ て い る。

又,本 剤は低毒 性 で重 篤 な副 作用 は認 め られ て い な い1),

2).3),4).5)
。

我々は外科領域の感染症 にCefadroxi1を 使用 し,そ

の臨床効果,副 作用を中心 に検討 したので報告す る。

1研 究 方 法

1977年8月 より同年11月 までに,慶 大病院外科 で外来

加療を施行 した感染症の うち14例 を対象 とした。

本剤の投与方法は,全 例に250mgカ プセルを使用 し,

1日750mgを3回 毎食後に分割投与 した。投与期間は

最短4日,最 長14日 で、総投与量は3.09よ り10.59

であった。

臨床効果は,外 科的処置の有無にかかわ らず,本 剤投

与後3日 以内に感染症に関す る自他覚症状,所 見の改善

がみられたものを 有効(Good),同 症状,所 見 の改 善に

4日以上を要 した ものをやや有効(Fair),同 症状,所 見

が本剤投与中に不変 または増悪 した ものを無効(Poor)

とした。

細菌学的検討は,膿,浸 出液等 の菌検索お よびデ ィス

ク法によるCER,又 は,CEXそ の他の抗生剤 に対す る

感受性を測定した。

副作用に関しては,投 与前 と投 与後 の末梢血,GOT,

GPT,A1-P,BUN,Creatinineな どの変動 お よび その

他 の自他覚所見を観察 した。

11成 績

対象 とした外科的感染症 としては,療 疽4例,感 染性

粉瘤4例,急 性化膿性乳腺炎2例,痂 お よび リンパ管炎

2例,表 在性膿瘍2例 で,年 令は27才 よ り67才にわた り,

男子6例,女 子8例 であ った(Table1)。

療 疽4例 中 有効2例(症 例1,2),や や有効1例(症

例4),無 効1例(症 例3)で,本 剤投与で 臨床効果を

得たものは2/4で あった。

症例1は,27才 女子 で初診2日 前 より右第1趾 の疼痛

と腫脹を認め療疽 と診断,1日1.09のCEXの 経 口投

与を4日 間行な ったが 症状改善せずCefadroxil投 与 に

変更 した。Cefadroxil投 与開始後排膿は次第に減少 し,

3日 目には疹痛 も軽減 し,発 赤等 の炎症所見に改善が認

め られ有効 と判定 した。

症例4は,46才 女子 で初診3日 前 より右指示の疼 痛を

訴え受診 した。発赤腫脹著明であ った ので切開排 膿術を

施行し,Cefadroxi/を 投与 した。投 与開始後5日 目より

疹痛,排 膿,腫 脹は消失 し,7日 目にはすぺての 自他覚

症状消失 し,や や有効 と判定 した。なお,膿 よりCER

感受性のKlebsiellaとCER耐 性 のProteusmorganii

が分離 された。

感染性粉瘤4例 中 有 効2例(症 例6,7),や や有効1

例(症 例5),無 効1例(症 例8)で 本剤投与で 臨床効

果 を得た ものは2/4で あった。

症例5は,40才 女子で受診4日 前 より背部に有痛性腫

瘤を認 め,感 染性粉瘤 と診断 した。発赤腫脹が著明のた

め切開排膿術を施行 し,Cefadmxilを 投与 した。投与

開始後8日 で疹痛消失 し10日 目に排膿 もな くな り,14日

目に炎症 の自他覚所見がすぺ て改善 しやや有効 と判定 し

た。膿 よりCEX感 受性のStaphylococcusepi4ermidis

が分離 された。

症例8は,56才 男子で受診10日 前 より項 部に有痛性腫

瘤を認 めていた。5日 間のCefadroxil投 与に て疹痛は

軽減 したが 炎症の他覚所見は改善 しなか った。本剤投薬
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Table 1 Clinical effects of cefadroxil in surgical infections

終了2週 間後患部の疼痛が著明のため再受診 した。再診

時患部は 自潰 し膿の排出が認め られた。再びCefadroxil

を投与 したが 自他覚所見に改善は認 め られず無効 と判定

した。膿 よりCER感 受性の Staphylococus epidermidis

と薬剤感受性不明の Propionibacterium が検出 された。

他の感染症に対す る本剤 の臨床効果をみ ると,急 性化

膿性乳腺炎2例 中 有効2例(症 例9,10),癌 お よび リ

ンパ管炎2例 中 有効2例(症 例11,12),表 在性膿瘍 の

2例 中有効2例(症 例13,14)で あった。

症例14は,50才 男子で初診7日 前 より右肘部に有痛性

の腫脹に気付いた。初 診時同部に膿瘍 を認め腫脹著明の

ため切開排膿術施行 し,Cefadro×i1を 投与 した。投与開

Table 2 Relationship between clinical isolated

organisms and clinical effects

始後2日 目に疼痛消失 し,5日 目に炎症の自他覚所見す

べて消失 し有 効と判定 した。膿 よ りCER感 受性のSta-

phylacoccus aureus が 分離 された。

以上14例 中有効10例,や や有効2例,無 効2例 で本剤

投与で有効 の臨床効果 を得た ものは10/14(71。4%)で

あ った。

14例 中細菌学的検索 が行なわれた6例 において,起 炎

菌 と考え られ る臨床分離菌 のCephalosporin剤 感受性と

臨床効果 との関連をみ ると,disc法 でCER又 はCEX

に感受性 を示す5株 中,Staphyloooccus epidermidisの

2例(症 例5,8)を 除 く他の3菌 株では臨床効果は有効

であ った(Table2)。 しか し,複 数菌種に よる混合感染

例 も含 まれ てお り,又,薬 剤感受性不 明の菌株もあるの

で,こ の両者 の関連性についての判断はできない.

III副 作 用

本剤投 与前 後に末檎血,血 清GOT,GPT,A1-P,BUN,

Fig. 2 Hematological change after cefadroxil

administration

WBC RBC Hb
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Fig. 3 Fluctuation of liver function after
cefadroxil administration

GOT GPT Al-P

Fig. 4 Fluctuation of renal  function

after cefadroxil administration

DUN Creatinine

Creatinineを 検査 しえたのは6例 であるが,本 剤投 与

によると考え られる異常値は認め られなか った(Fig。2,

3、4)。又,投 与に 関連する 胃部不快感,悪 心,嘔 吐,

下痢などの消化器症状や皮疹な どの過敏症状 も認 め られ

なかった。

IV結 語

Cefadroxilを 表在性軟部組織 感染 症14例 に 使用 し,

有効10例,や や有効2例,無 効2例 の成績をえた。本剤

投与に よる副作用 ならびに臨床 賭検査値への影響はみ ら

れなか った。
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CLINICAL STUDIES ON CEFADROXIL IN SURGICAL FIELD

SHIGEOONO, YOSHINORI YAMADA, NAOKI AIKAWA

and KYUYA ISHIBIKI

Department of Surgery, School of Medicine, Keio University

Laboratory and clinical studies were performed on cefadroxil in 14 outpatients of surgical infections,

and the following conclusions were obtained.

Cefadroxil was administered orally at a daily dose of 0.75 g for 4-14 days in 4 cases of felon, 4

cases of infected atheroma, 2 cases of acute suppurative mastitis, 2 cases of superficial abscess, and

each 1 case of furuncle and lymphangitis.

Clinical response was obtained in 10 out of 14 cases, effective rate being 71.4 %.

No side effects were observed with the drug either in subjective signs or objective finding, and no

influence was recognized on laboratory data of liver, kidney and hematopoietic system.


